
　新型コロナウイルスの蔓延や緊迫化する世界情勢、不安定な日本経済など、私たち地域を取り
巻く環境は、この数年で劇的に変化し、日々の暮らしにも大きな影響が露呈しきております。
　こうした苦難な状況に直面する中、すとう和臣は「地域ファースト」という視点で、県政に挑ん
でまいります。混沌とした世界情勢にのみ込まれず、あらゆる分野で自立した地域循環型の社会
を構築していくことこそ、県民の幸福度を高めて行く近道であると考えるからです。
　2023年、私は「地域ファースト」の政治を起動します。皆さまの応援をどうぞ、宜しくお願い申
し上げます。
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すとうかずおみ事務所 〒374-0027 館林市富士見町7-16 ヒルサイドスクエア1F-EAST
TEL：0276-55-4649 FAX：0276-55-4659　Eメール：kaz-map@outlook.jp

内部討議資料



●1967年12月8日  館林市生まれ（55歳）
●最終学歴　学習院大学卒
●職　  歴　農林水産大臣秘書官
　　　　　  群馬県議会議員（3期）
　　　　　  館林市長（1期）
●そ の 他　館林市ソフトボール協会会長
　　　　　  館林市なぎなた協会会長
　　　　　  富士幼稚園ＰＴＡ会長  等を歴任

すとう和臣（須藤和臣） プロフィール すとう和臣を県政に送ろ
う！

すとう和臣を県政に送ろ
う！

地域ファーストの政治を目指す！

●  企業進出による雇用確保と館林IC周辺の開発、スマートIC設置による
　地域経済の活性化。
●  産業界／金融界／行政が協力し、中小零細事業者の事業承継を支援。
●  農業生産コスト増への支援強化と環境保全型農業など多様な農法へのチャレンジ支援。

●  県内の医師数増加や医師の地域偏在の解消に向けた継続的な取り組み。
●  在宅医療の拡充に向けたマンパワー確保と後方支援体制の整備。
●  高齢化社会における、健康寿命延伸と介護環境改善、認知症高齢者への支援拡充。

●  個性教育の推進と教員の働き方改革への取り組み。
●  障がい者の「重度化」「高齢化」「親亡き後」を見据えた地域生活支援拠点の拡充。
●  子供の貧困やヤングケアラー等に対する調査及び支援。

誰も取り残さない県民総活躍社会の、ぐんま。

強い地域経済と地域農業のある、ぐんま。

手厚い保健医療と福祉体制のある、ぐんま。政策
2

●  エネルギーの地産地消による、災害時の電源や熱源確保。
●  有事に備え、県内食料安全保障の確立と食料自給率の向上。
●  新興感染症のパンデミックに迅速に対応できる感染症対策と医療、社会体制整備。

レジリエンス力(危機対応能力)の高い、ぐんま。政策
4

政策
3

政策
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